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会  場 / 日本歯科大学新潟短期大学 331教室

日本歯科大学新潟短期大学



【第 1回 研 究 会 次 第 】

1)開会の辞     実行委員長     夏野 徹也
2)会長挨拶     会長        真田 一男
3)来賓挨拶     日本歯科大学学長  中原  泉
4)一般講演

5)特別講演

6)閉会の辞     理事       荒井  桂

実行委員会 :

委 員 長

企画運営委員

庶務連絡委員

事務担当委員

夏野徹也

戸嶋美和、

吉田晶子、

石田八郎

藤田純子

村山直子

【一般講演 0講演者の方へ】
1)使用できるプロジェクターは 1台です。
2)ス ライドはすべて研究会開始20分前までに受付にお渡し下さい。
3)ス ライドホルダーは受付でお渡しします。
4)講演の割り当て時間は10分 (予鈴 9分……青ランプ、終鈴……赤ランプ)

討論時間は2分です。
5)その他のお知らせ事項は当日受付で致します。



第 1回歯科衛生研究会プログラム

日 時 平成6年 6月 30日 (木)17時 30分～19時 lo分
会 場 日本歯科大学新潟短期大学 331教室

〔講演時間lo分、質疑応答2分〕

【開会の辞】

【会長挨拶】

【来賓挨拶】

【一般講演】

〔17:40～ 17:52〕

1.歯肉縁上歯石と縁下歯石の付着面の組織構造の違いについて

新潟短期大学 ○高橋正志
新潟歯学部・口解 I  小林 寛

〔17:52～ 18:o4〕

2.予防処置室の現状

新潟歯学部附属病院 。歯科衛生科 ○藤田 純子, 荻原 伸子
新潟短期大学  佐藤 治美,吉田 晶子

村山 直子,戸嶋 美和
有本ヒロ子

新潟歯学部・歯周  佐藤雅人, 深井浩一

〔18:04～ 18:16〕

3.歯周治療科診療室におけるスケーラーの消耗と管理について
新潟歯学部附属病院・歯科衛生科 ○沢栗 典子, 内田 美江  ^

鈴木  泉, 藤田 浩美
新潟歯学部・歯周  深井 浩一

〔18:16～ 18:28〕

4.超音波洗浄器による小器具の洗浄効果に関する検討
新潟歯学部附属病院・歯科衛生科 ○中野 恵子, 佐藤あゅみ

志田久美子,小川 和子



〔18:28～ 18:40〕
5。 ビデォ画像による刷掃運動の解析方法

【特別講演】
〔18:40～ 19:10〕

歯磨き研究の現状

【閉会の辞】

新潟短期大学 ○戸嶋 美和、有本ヒロ子

吉田 晶子, 村山 直子

小倉 英夫, 真田 一男

新潟短期大学  小倉 英夫



歯肉縁上歯石 と縁下歯石の付着面の組織構造の

違いについて

○高橋正志 (新潟短大)、 小林寛 (新潟・口解 I)

[目 的]歯石の付着面の組織構造について詳細に
検討 し、歯石のスケニ リングの方法を再検討するた
めの基礎資料 とすることを目的とした。

[材料 と方法]材料 として、本学付属病院予防処
置室で来院 した患者か らスケーラーで剥離 した歯石、
ならびに抜去歯に付着 した歯石を使用 した。剥離時
に、歯肉縁上歯石 と縁下歯石に区別 し、それぞれの
付着面を10%NaOClで60分間脱有機 し、水洗、アル
コール脱水 し、臨界点乾燥 したのち白金蒸着を施 し、
S-800型走査電顕 (日 立)により観察 した。また、
付着 した歯石を含む抜去歯の縦断研磨標本を実体顕
微鏡 とマイクロラジオグラフィーで観察 した。さら
に、同一標本の研磨面を10%NaOClで 60分問処理後、
0.05 N HClで 3分間腐食 し、同様にして走査電顕で
観察 した。

[結果]歯石の縦断研磨標本をマイクロラジオグ
ラフィーで観察すると、歯肉縁下歯石の付着面にX
線不透過性の薄層が観察された。歯肉縁下歯石の深
層は表層および縁上歯石よりもX線の透過度が低かっ

[考察]歯肉縁下歯石のマイクロラジオグラムの
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予防処置室の現状

:l言,I営[具:I身此   [「1静潟
予防処 置室 は、昭和59年 1月 、 日本歯科大学付属新潟専

門学校 の学生臨床実習の施設 として開設された。 さらに

4年後の昭和62年 4月 には、 日本歯科大学新潟短期大学の

施設 とな り、現在 に至 っている。臨床実習におぃては、

歯肉炎患者 の治療 を通 し、歯石除去 と
『 1掃指導 を中心に

教育が施行 されてきた。

開設 より10年が経過 し、 リコール思者の増加、新患患

者数の安定が得 られるようになった。そこで、思者治療

に重点 を置 き、それを通 して、実践に結びつ く学生教育

を目標 とし、平成5年4月 より、.予防処置室違誉システム

の見直 しを行ったので紹介する。

予防処置室では、歯肉炎息者、口腔衛生指導を必要と

する患者 を対象とし、歯科医師1名 、歯科衛生±2名 が診
療 と学生指導にあたってぃる。6台 のユニットと4台 の刷
据指導ユニットが設置されており、前後期で9週 間を1単

位 として11人 の実習生が臨床実習を行っている。

新システムにおいては、息者診療に重点を置く目的で、
診査項目の充実を図った。診査項目としては、質問調査
表、プラーク付着状態の診査、歯石の付着状態の診査、
歯肉炎の診査、歯周ポケットの診査、歯の動揺度の診査、
根分岐部病変の診査、付着歯肉幅の診査などを導入 し、
指導医員の下で実習生が、これら口腔内診査を施行 して
いる。これにより息者の病態および治療効果の把握が可
會ヒになり、さらには実習生の息者の対応、診査手技の向
上、病態の認識能力の向上などに効果を得ている。

治療に関 しては、息者に対するプラークコントロール

強化、息者病態に応 じた指導法の選択などに重点をおき 
‐

実習生、歯科衛生士、歯科医師の3者の協議のもとで治療
計画を作成、治療を行っている。また、スヶ―ラーの研  ~‐
磨手技、スヶ―リング手技の向上を目的として、事前に

実習を施行 し、スヶ―リング手技を的確に体得後、患者
に対応 させてぃる。

今後、予防処置室運営の問題点、改善点をさらに検討
し、診療 、学生教育 に とって、 ょ り良い もの として行 き
たい と考 えてい る。
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歯周治療科診療室におけるスケーラーの消耗と

管理について

○沢栗典子、内田美江、鈴木泉、藤田浩美 (新潟・

附院・歯衛科)、 深井浩― (新潟・歯周)

~磯
闊治療を行うにあたリスゲニラーの使用は欠

喜裏な薯としだ上沐F責ア督ず
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の管理に必要な数、研磨時間などに関する報告は
少ない。今回、われわれは大学の歯周治療科と

首:窯層思婁冒警鷲F賃顧習す主π名轟を暮≧層
ついて報告 したい。
材料と方法、および結果
1歯周治療科の現況について
対象は日本歯科大学新潟歯学部附属病院歯周治

輯葬ま翻逢薫I[「IF
メインテナンス処置l13494名 (回)であった。
1日平均 40名の再来患者のうち、スケーリン

矯チマ乳組
)ヽ ち多じ写搬だ』昇T

2ス ケーラーの消耗について
当科で使用するスケーラーはグレーシータィブ

排警をF棚鯨端 鰊 掟ぶp
ラーが消耗 し交換された。消耗率は約1.2本/日

菫:ittJ夕重7『嘲i∬
3ス ケーラーの管理について

歯科治療器具のうちスヶ―ラーには、常に研磨を
要するという特徴がある。歯周治療科では 1回使
用 したスヶ―ラーは洗浄、減菌後、歯科衛生士ら
による研磨が行われている。この頻度と所要時間
に関しても考察する。
以上の調査を通 じて、歯周治療に不可欠である

スケーラーの消耗度、管理の実態 を明らかにし一

勢[え翼層曽琴「
行う場合の資料及び注意点を検

超音波洗浄器による小器具の洗浄効果に関する検討

○中野恵子、佐藤あゆみ、志田久美子、小川和子
(新潟 。附院・歯衛科)

[目的]

[結果]

[考察]
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ビデオ画像による刷掃運動の解析方法について

○戸嶋美和、 有本ヒロ子、 吉田晶子、 村山直子、
小倉英夫、真田一男 (新潟短大)

今 回我 々は、 ビデ ォ画像か ら刷 掃動作 に

つ いて どの よ うな情報が得 られ るかを検討

す る目的 で以 下の実験 を行 った。

ビデ オカ メ ラ (パ ナ ソ・ニ ックマ ック ロ_

― ドムー ビー. NV一 M9o)を 用 いて歯

科 衛生 士教員 4名 の刷 掃動 作を撮影 した。

その後、 ビデ ォヵセ ッ トレコーダ (パ ナ ソ

ニ ックNV― FS800)に よ り録画 した

テ ープを通常 ス ピー ドとス ロース ピー ドで

再生 し、各被験 者の刷 掃動作を観察、検討

した。 撮影 にあた り、歯 プ ラシの動 きが明

瞭 に観察 で きるよ うにす るため、 あ らか し

め歯 プ ラシ頚部 に 5mm幅 のテ ープを等間

隔 (5mm)で 貼付 した。

実験 の結 果、 ビデ ォ画像か ら刷 掃回数、

刷 掃振幅 、刷 掃時間、平均刷 掃速度が測定

で き、 さ らに歯 プ ラシの角 度、刷 掃方 向、

歯 プ ラシの使用 部位 につ いて も判定可 能で

あ った。 なお、 歯 プ ラシの角度 、刷 掃方 向、

歯 プ ラシの使用 部位を明確 に判定す る際 に

は、被験 者の理解 と協力 を得 ることで、ょ

り正確な情報が得られることがゎかった。

【特別講演】
歯磨き研究の現状

小倉英夫 (新潟短大)

プ ラ ー ク を 効 果 的 に 除 去 す る た め
に 、 歯 磨 き に 関 し て 数 多 くの 研 究 が
行 わ れ 、 種 々 の 要 因 と刷 掃 効 果 と の
関 係 が 調 べ ら れ て き た 。 そ の 結 果 、_

歯 磨 き の 方 法 、 歯 磨 圧 e時 間 、 歯 ブ
ラ シ の 寸 法 ・ 形 態 や 機 械 的 性 質 な ど

｀

の 要 因 と 刷 掃 効 果 と の 関 係 が 明 らか
に さ れ て ぃ る 。 しか し 、 歯 磨 きの 振
幅 や 速 度 、 ぁ る い は 方 向 や 角 度 な ど
の 歯 磨 き動 作 を 構 成 す る基 礎 的 要 因
と刷 掃 効 果 と の 関 係 に つ ぃ て は 、 ぁ
ま り研 究 が 行 わ れ て お らず 、 不 明 な
点 が 残 さ れ て ぃ る 。 今 後 、 歯 磨 き動
作 の 基 礎 的 要 因 と刷 掃 効 果 と の 関 係
を 明 ら か に す る こ とが 必 要 と考 え ら
れ る 。

歯 磨 き は 、 機 械 ェ 学 的 あ る い は ヵ
学 的 な 観 点 か ら 見 る と 、 摩 擦、仕 事 で
あ る 。 こ の よ う な 観 点 に 立 脚 し た 研
究 は 、 歯 磨 き動 作 の 基 礎 的 要 因 と刷
掃 効 果 と の 関 係 を 解 明 す る た め に 、
大 き な 手 が か り を 与 え る 。  . レ
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